
目
指
す
は
１
等
賞
‼

９月30日、もりやまこども園で５歳児の運動会が行われました。
子どもたちは、かけっこや親子競技、クラス対抗リレーなどの各種目に
取り組み、元気いっぱいに園庭を駆け抜けました。
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町
で
は
、
町
の
発
展
や
各
部
門
で
の
功
績
が
あ
っ
た
方
々
を
表
彰

す
る
「
令
和
４
年
度
町
功
労
者
表
彰
式
」
を
11
月
２
日
㈬
に
開
催
し

ま
す
。

表
彰
式
で
は
、
本
年
度
新
た
に
町
功
労
者
に
選
出
さ
れ
た
故
・
千

田
峯
夫
さ
ん
、
嶋
﨑
幸
喜
さ
ん
の
ほ
か
、
功
労
賞
や
栄
光
賞
、
部
門

別
表
彰
者
の
皆
さ
ん
の
表
彰
や
、
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
す
。

【功 労 賞】
　各分野において、その育成指導につとめ、町の
名誉を高めた功績の顕著な個人・団体

石井　忠光さん（78歳・中村）
前町老人クラブ連合会会長

【栄 光 賞】
　町民または町出身者であって、全国的な水準以
上の活躍をし、他の模範となるような優秀な成績
を収めた個人・団体

石井　正春さん（67歳・町村）
第48回全日本ライフル射撃競技選手権大会準優勝

小林　　想さん（20歳・広ケ野）
第57回全国高等専門学校体育大会　柔道競技男子
個人73kg級　優勝　ほか

佐藤　文美さん（17歳・雀舘）
第26回全国高等学校女子硬式野球選手権大会準優
勝

舘岡　萌花さん（五城目小２年・雀舘）
中村　陽穂さん（五城目小２年・雀舘）
小玉　優心さん（五城目小２年・中村）

第36回全日本小学生女子ソフトボール大会第３位

【部門別表彰者】
❖町内会長表彰
　10年以上にわたり、町内会長として地域の自治
活動や町政の浸透に努め、地域社会の発展に貢献
し、後進に道を譲られた方

金野　　實さん（75歳・平ノ下）
❖献血功労者表彰
　人命尊重の趣旨をよく理解し、率先して献血に
協力され、令和３年９月以降献血回数が20回以上
に達した方

猿田　　蓮さん（20歳・新町）
畠山　　学さん（58歳・東磯ノ目）
佐藤　　康さん（48歳・矢場崎）

❖善行者表彰
　自ら進んで奉仕し、社会の浄化、後進の育成等
に著しい功績があった方

齊藤　幸作さん（64歳・雀舘）
❖感 謝 状
　本年８月の豪雨災害時に多大なる支援をされ、
本町の復旧・復興に寄与された方（敬称略）
�災害ボランティアの皆さま、秋田県中部地
区郵便局長会、秋田中央交通株式会社、
新政酒造株式会社、伊藤将生、イトマン
元気村、大槌ジビエソーシャルプロジェクト
一同、小河とも子、株式会社ジェー・ユー
「朝市通りベーカリー」、千代田区、西井伸
樹、一般社団法人日本カーシェアリング協
会、ふるさと五城目会、合同会社ゆあみ「湯
の越温泉」、合資会社渡部陶器店

表彰を受けられる皆さん

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る

　
み
な
さ
ん
を
表
彰
し
ま
す

町功労者　(故)千 田 峯
みねお

夫さん
（享年86歳・岡本二区）

町功労者　嶋 﨑 幸
こうき

喜さん
（71歳・大　川）

【主な受賞歴】
・平成31年02月06日　全国町村議会議長会会長表彰
・令和02年11月06日　秋田県知事表彰
・令和03年04月29日　旭日双光章

【主な受賞歴】
・平成20年10月23日　秋田県知事表彰
・平成26年11月21日　厚生労働大臣表彰
・平成29年10月25日　秋田県民生児童委員協議会会長特別表彰

自
治
の
進
展
に

大
き
く
貢
献
　

千
田
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
の
初
当
選

以
来
、
令
和
２
年
ま
で
の
合
計
７
期
28

年
間
、
町
議
会
議
員
と
し
て
町
政
の
審

議
に
参
画
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
昭
和
55
年
か
ら
文
教
社
会

常
任
委
員
会
委
員
長
を
務
め
ら
れ
た
ほ

か
、
平
成
16
年
か
ら
４
年
間
は
、
町
議

会
議
長
と
し
て
、
議
会
の
円
滑
な
運
営

に
努
め
ら
れ
、
本
町
の
自
治
振
興
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
千
代
田
区
と
の
姉
妹
提
携
、

大
型
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
、
農

林
水
産
物
直
売
所
や
道
の
駅
の
オ
ー
プ

ン
、
学
童
保
育
の
開
設
、
五
城
目
第
一
中

学
校
建
設
事
業
等
で
、
そ
の
卓
越
し
た

識
見
と
優
れ
た
実
践
力
で
、
町
政
の
振

興
の
た
め
積
極
的
に
活
動
さ
れ
た
ほ
か
、

平
成
17
年
12
月
か
ら
平
成
20
年
３
月
ま

で
、
全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
の

理
事
と
し
て
、
過
疎
地
域
の
持
続
的
発

展
の
た
め
、
施
策
の
推
進
や
予
算
の
確
保

に
向
け
た
運
動
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
23
年
５
月
か
ら
令
和

４
年
３
月
ま
で
の
10
年
９
か
月
間
、
県

遺
族
連
合
会
戦
没
者
遺
児
の
会
副
会
長

を
務
め
ら
れ
、
戦
没
者
を
慰
霊
し
、
平

和
の
精
神
を
守
る
た
め
、
遺
族
間
の
交

流
を
図
る
と
と
も
に
、
戦
没
者
遺
族
の

福
祉
増
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
の
安
定
に

大
き
く
貢
献

嶋
﨑
さ
ん
は
、
昭
和
63
年
２
月
か
ら

平
成
28
年
11
月
ま
で
の
28
年
９
か
月
間
、

町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
、

地
域
の
相
談
役
と
し
て
住
民
の
立
場
に

立
っ
て
相
談
に
応
じ
、
適
切
な
支
援
や

サ
ー
ビ
ス
へ
つ
な
げ
る
活
動
を
行
い
、
な

か
で
も
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯

の
除
排
雪
に
力
を
注
が
れ
る
な
ど
、
地

域
の
福
祉
向
上
や
民
生
の
安
定
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
19
年
12
月
か
ら
平
成
28

年
11
月
ま
で
の
９
年
間
、
町
民
生
児
童

委
員
協
議
会
会
長
を
務
め
ら
れ
、
委
員

同
士
の
連
携
と
協
力
体
制
の
確
立
に
よ

る
組
織
の
充
実
強
化
や
、
委
員
活
動
に

必
要
な
知
識
や
技
術
等
の
向
上
を
図
ら

れ
る
な
ど
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
８
年
に
町
認
定
農
業

者
の
認
定
を
受
け
、
地
域
農
業
の
先
駆

者
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
積
極
的
に
高
品

質
米
生
産
に
取
り
組
ま
れ
る
と
と
も
に
、

大
川
地
区
の
大
豆
団
地
化
や
ブ
ロ
ッ
ク

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
確
立
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
19
年
に
は
秋
田
県
指
導
農

業
士
の
認
定
を
受
け
、
農
業
者
の
育
成

に
努
め
ら
れ
る
な
ど
、
本
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
の
振
興
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

02KOHO GOJOME No.1060 2022.11.103 広報「ごじょうめ」1060号　令和4年11月1日



04KOHO GOJOME No.1060 2022.11.105 広報「ごじょうめ」1060号　令和4年11月1日

農
業
経
営
等
再
開
支
援
事
業

本
年
８
月
の
豪
雨
に
よ
り
、
農
業
用
施
設

や
農
業
用
機
械
等
が
被
害
に
遭
わ
れ
た
農
業

者
の
方
の
経
営
再
開
に
係
る
費
用
を
支
援
し

ま
す
。

▼
対
象
者　

�

本
年
８
月
の
豪
雨
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
農
業
者
の
方

▼
支
援
対
象

❶
施
設
等
の
復
旧
費

【
判
定
内
容
】

・
全　
壊

滅
失
ま
た
は
大
半
（
70
㌫
以
上
）
の
パ

イ
プ
に
傾
斜
、ゆ
が
み
、破
損
等
が
あ
り
、

補
修
等
で
は
復
旧
で
き
な
い
も
の
。

・
半　
壊

被
害
部
分
が
20
㌫
以
上
70
㌫
未
満
で

あ
っ
て
、
被
害
を
受
け
た
パ
イ
プ
の
交
換

や
ゆ
が
み
直
し
等
の
補
修
で
復
旧
で
き
る

も
の
。

【
上
限
事
業
費
（
税
抜
き
）】

・
水
稲
育
苗
用
無
被
覆
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

１
平
方
㍍
に
つ
き　
４
、１
４
０
円

・
水
稲
育
苗
用
被
覆
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

１
平
方
㍍
に
つ
き　
４
、６
７
０
円

【
留
意
事
項
】

・�

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
は
全
壊
ま
た
は
半
壊
の

被
害
を
受
け
、
町
長
の
被
害
認
定
を
受

け
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

・�

農
業
用
機
械
は
修
繕
を
原
則
と
し
、
耐

用
年
数
（
７
年
）
以
内
の
も
の
で
、
修

繕
費
が
新
規
取
得
経
費
を
上
回
る
場
合

は
買
い
換
え
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

❷
農
作
物
の
病
害
虫
防
除
経
費

水
稲
・
大
豆
・
野
菜
等
の
通
常
の
防
除

に
追
加
で
必
要
に
な
っ
た
薬
剤
費

❸
種
子
・
種
苗
購
入
費

・
種
子
購
入

水
稲
・
大
豆
の
減
収
率
20
㌫
以
上
の
ほ

場
を
１
㌶
以
上
ま
た
は
、
収
穫
皆
無
の
ほ

場
を
有
す
る
農
業
者
の
方

・
種
苗
購
入

野
菜
等
の
減
収
率
20
㌫
以
上
の
ほ
場
を

持
つ
農
業
者
の
方

▼
申
請
期
限　
11
月
30
日
㈬

問　
町
農
林
振
興
課（
☎
８
５
２
・
５
２
１
５
）

被
災
者
生
活
支
援

特
別
給
付
金
事
業

本
年
８
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
住
家
の

床
上
・
床
下
浸
水
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
を

支
援
す
る
た
め
、「
令
和
４
年
８
月
豪
雨
災

害
に
係
る
五
城
目
町
被
災
者
生
活
支
援
特
別

給
付
金
」
を
給
付
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
に
は
、
町
住
民
生
活
課
か

ら
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
給
付
金
申
請
に

つ
い
て
不
明
な
点
等
が
あ
る
場
合
や
、
申
請

書
が
届
か
な
い
場
合
（
新
た
に
被
害
が
確
認

さ
れ
た
場
合
な
ど
）
は
、
町
住
民
生
活
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
給
付
金
に
は
、
豪
雨
災
害
に
関

し
て
全
国
か
ら
町
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
の

一
部
を
財
源
と
し
て
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

▼
対
象
者

被
災
当
時
に
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
本
年

８
月
９
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
り
、
住
家
（
居

住
の
用
に
供
す
る
家
屋
）
の
床
上
浸
水
お
よ

び
床
下
浸
水
等
の
被
害
を
受
け
た
世
帯

▼
給
付
金
の
額

❶
床
上
浸
水
（
持
家
の
場
合
） 

10
万
円 

❷
床
上
浸
水
（
借
家
の
場
合
） 

５
万
円 

❸
床
下
浸
水
（
持
家
の
場
合
） 

３
万
円

▼
申
請
期
限　
12
月
16
日
㈮

▼
給
付
方
法　
口
座
振
込
と
な
り
ま
す
。

※�

申
請
書
の
受
付
確
認
か
ら
約
２
週
間
後
が

目
安
と
な
り
ま
す
。

問　
町
住
民
生
活
課（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）

稲
作
等
資
機
材
高
騰
支
援
事
業

物
価
の
高
騰
が
肥
料
等
の
値
上
が
り
な
ど

を
招
き
、
農
業
経
営
へ
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
作
付
け
に
必
要
な
資
機
材
の

購
入
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

▼
支
援
金
の
額

１
世
帯
10
㌃
当
た
り　
２
、０
０
０
円

※�

複
数
の
出
荷
先
へ
出
荷
し
て
い
る
場
合
や

世
帯
内
で
複
数
人
で
出
荷
し
て
い
る
場
合

　
町
で
は
、
本
年
８
月
の
豪
雨
に
よ
り
住
家
の
床
上
・
床
下
浸
水
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に

対
し
、
最
大
で
10
万
円
を
給
付
す
る
「
被
災
者
生
活
支
援
特
別
給
付
金
事
業
」
や
、
豪
雨
に

よ
り
農
業
用
施
設
・
機
械
等
が
被
害
に
遭
わ
れ
た
農
業
者
の
方
の
経
営
再
開
を
支
援
す
る

「
農
業
経
営
等
再
開
支
援
事
業
」、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
に
よ
り
、
家
計
等

へ
の
影
響
が
大
き
い
低
所
得
の
世
帯
へ
５
万
円
を
給
付
す
る
「
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
事
業
」、
全
世
帯
へ
１
５
、０
０
０
円
を
助
成
す
る
「
あ
っ
た
か
生

活
応
援
事
業
」
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

本
年
８
月
の
豪
雨
で
被
災
さ
れ
た
方
や

農
業
者
の
経
営
再
開
な
ど
を
支
援

10月20日、「令和４年第３回町議会臨時会」が開催され、
本年８月の豪雨で被災された方や農業者の経営再開の支援、
物価高騰による影響を踏まえた経済対策などに関する「令
和４年度一般会計補正予算」が可決されました。

▶令和４年度一般会計補正予算
4〜５㌻に掲載の「被災者生活支援特別給付金事業」や「農
業経営等再開支援事業」などへ、合わせて１億8,737万円
増額補正。補正後の累計額は62億4,690万円です。

臨時議会で一般会計補正予算案が可決

に
は
、
１
個
人
等
と
し
ま
す
。
ま
た
、
任

意
団
体
も
１
個
人
と
し
ま
す
。

▼
対
象
者

令
和
４
年
２
月
１
日
以
前
か
ら
引
き
続

き
、
町
の
水
田
管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録
が
あ

り
、
令
和
４
年
産
の
水
稲
・
転
作
作
物
を
生

産
し
、
令
和
４
年
５
月
１
日
現
在
で
Ｊ
Ａ
あ

き
た
湖
東
等
へ
出
荷
契
約
ま
た
は
会
員
登
録

が
あ
る
五
城
目
町
内
の
販
売
農
家
。　

ま
た
、
令
和
３
年
12
月
31
日
以
前
か
ら
出

荷
販
売
（
実
績
）
の
あ
る
農
業
者
の
方
。

▼
交
付
対
象
面
積

令
和
４
年
度
営
農
計
画
書
に
お
け
る
面
積

と
し
、
主
食
用
米
は
、
主
食
用
水
稲
作
付
面

積
ま
た
は
生
産
の
目
安
面
積
の
い
ず
れ
か
小

さ
い
面
積
と
し
ま
す
。
転
作
作
物
は
、
作
物

の
出
荷
販
売
分
の
面
積
と
し
ま
す
。

▼
申
請
手
続
き

「
五
城
目
町
稲
作
等
資
機
材
高
騰
支
援
事

業
補
助
金
交
付
申
請
書
（
兼
請
求
書
）」
へ

必
要
事
項
を
記
入
し
、
出
荷
契
約
書
等
と
本

人
確
認
書
類
と
振
込
先
口
座
の
通
帳
の
写
し

を
添
付
し
て
、
町
農
林
振
興
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
町
農
林
振
興
課
で
配

布
し
ま
す
。

▼
申
請
期
限　
令
和
５
年
２
月
28
日
㈫

※
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
町
農
林
振
興
課（
☎
８
５
２
・
５
２
１
５
）

農
業
・
漁
業
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

資
金
利
子
補
給
金
事
業

本
年
８
月
の
豪
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

農
業
者
の
方
に
対
し
、
被
害
額
か
ら
農
業
共

済
金
、
そ
の
他
資
金
や
補
助
金
等
の
金
額
を

差
し
引
い
た
額
と
し
、
貸
付
限
度
額
を
超
え

な
い
額
の
融
資
を
受
け
る
際
の
利
子
補
給
を

支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

�

本
年
８
月
の
豪
雨
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
農
業
者
の
方

▼
貸
付
限
度
額

・
個
人　
５
０
０
万
円　

・
法
人　
２
、５
０
０
万
円

▼
償
還
期
限

10
年
以
内
（
う
ち
据
置
期
間
３
年
以
内
）

▼
貸
付
利
率　
無
利
子

▼
融
資
機
関　

�

農
協
、
銀
行
、
信
用
金
庫
、

信
用
組
合
、
県
漁
協

▼
申
請
期
限　
令
和
５
年
２
月
28
日
㈫

問　
町
農
林
振
興
課（
☎
８
５
２
・
５
２
１
５
）

電
力・ガ
ス・食
料
品
等
価
格

高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
事
業

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
に

よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、
特
に
家
計
へ
の
影

響
が
大
き
い
低
所
得
世
帯
（
住
民
税
非
課
税

世
帯
等
）
に
５
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

▼
給
付
額　
１
世
帯
当
た
り　
５
万
円

▼
対
象
者
・
申
請
方
法

・
住
民
税
非
課
税
世
帯

令
和
４
年
度
の
住
民
税
（
均
等
割
）
が
非

課
税
の
世
帯
に
対
し
て
確
認
書
を
送
付
し
ま

す
。
送
付
さ
れ
た
書
類
の
内
容
を
確
認
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
関
係
資
料
を
添
付

し
町
総
務
課
へ
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

・
家
計
急
変
世
帯

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
該
当
す
る
方
以
外

の
世
帯
の
う
ち
、
令
和
４
年
１
月
以
降
の
家

計
が
予
期
せ
ず
急
変
し
、
世
帯
員
そ
れ
ぞ
れ

の
１
年
間
の
（
給
与
収
入
、
事
業
収
入
、
不

動
産
収
入
、
年
金
収
入
の
経
常
的
な
）
収
入

見
込
額
が
住
民
税
の
非
課
税
と
な
る
水
準
に

相
当
す
る
額
以
下
で
あ
る
世
帯
が
該
当
し
ま

す
。町

総
務
課
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
請
書
を
取
得
し
、
必
要
事
項
の
記
入
と
関

係
資
料
を
添
付
の
う
え
、
町
総
務
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

前
記
に
関
わ
ら
ず
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
方
の
扶
養
親
族
等
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

▼
申
請
期
限　
令
和
５
年
１
月
31
日
㈫

問　
町
総
務
課
（
☎
８
５
２
・
５
３
３
２
）

あ
っ
た
か
生
活
応
援
事
業

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
に

伴
う
町
民
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
り
、
町

民
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る

た
め
、
全
世
帯
に
対
し
、
１
５
、０
０
０
円

を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
世
帯

令
和
４
年
10
月
１
日
現
在
で
五
城
目
町
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
世
帯

▼
助
成
額

１
世
帯
当
た
り　
１
５
、０
０
０
円

▼
申
請
方
法

後
日
、
通
知
を
発
送
し
ま
す
。
同
封
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
返
信
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
申
請
期
限　
令
和
５
年
２
月
28
日
㈫

問　
町
健
康
福
祉
課（
☎
８
５
２
・
５
１
２
８
）

生
活
支
援
臨
時
特
別
給
付
金
事
業

令
和
４
年
度
の
住
民
税
（
均
等
割
）
が
非

課
税
の
世
帯
で
、
令
和
３
年
度
の
「
生
活
支

援
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
」
に
該
当
し
て
い

な
い
世
帯
に
対
し
て
確
認
書
を
送
付
し
ま
し

た
の
で
、
内
容
を
確
認
し
、
必
要
事
項
の
記

入
、
関
係
資
料
を
添
付
の
う
え
町
総
務
課
に

返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限　
11
月
４
日
㈮

※�

前
記
に
関
わ
ら
ず
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
方
の
扶
養
親
族
等
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

問　
町
総
務
課
（
☎
８
５
２
・
５
３
３
２
）



TOWN TOPICSまちの話だい

10月11日

９月30日

10月13日

10月15日

結婚50年の節目をお祝い「金婚を祝う会」

地域とともに80年　五城目高校で記念式典

各世帯や小売店等を訪問し、犯罪被害防止を呼び
かけました。

町内の15事業所の方々が参加し、生徒たちへ仕事
の内容などを説明しました（写真は五城目警察署）。

式典では、歴代校長やPTA会長への感謝状・表彰
状の授与を行ったほか、式後には大森山動物園の
小松守さんによる講演も行われました。

渡邉町長㊨がご夫婦に賞詞と記念品を手渡し、結
婚50周年の節目をお祝いしました。

10月11日から20日までの10日間、「全国地域安全運動」の一環として、
町防犯協会や町防犯指導隊、五城目警察署の皆さんが合同で、町内各地
で防犯活動を実施しました。
11日には、長町町内の各世帯を訪問し、外出時の施錠や特殊詐欺への
注意を呼びかけたほか、町内小売店では、買い物客に対し、車の盗難や
車上ねらいに関する注意喚起などを行いました。また、各小売店で車の
施錠確認を実施したところ、329台中４台、無施錠の車がありました。盗
難や車上ねらいの被害に遭わないためにも、車を離れる際は必ず鍵をか
けるようにしましょう。　

９月30日、五城目第一中学校の１、２年生を対象に「地域企業ガイダ
ンス」が行われました。
地域企業ガイダンスには町内の15事業所が参加し、それぞれの担当者
が講話を実施。生徒たちは講話に耳を傾けながら、様々な職種の仕事内
容や、町の企業についての理解を深めました。
荒川結

ゆき
葵さん（２年・新畑町）は、「町のために、たくさんの職種の方々

が働いているということを改めて感じた。また、自分自身の将来につい
ても考える機会となり、やりがいのある仕事につきたいという思いが強
くなった」と、感想を話しました。

10月13日、結婚されて50年を迎えられるご夫婦をお祝いする「金婚を
祝う会」を五城館で行いました。
本年度の金婚を祝う会は、新型コロナウイルス感染症対策として会食・
アトラクションを中止するなどして実施。対象となるご夫婦53組のうち
18組が出席のもと、渡邉町長が皆さんに賞詞と記念品を手渡し、金婚を
お祝いしました。
永井正則さん、美世子さんご夫妻（雀舘・写真）は、「妻に支えられて
結婚50周年の節目を迎えることができました。これからも健康に留意し
ながら、ともに長生きしていきたいです」と、お話ししていました。

10月15日、本年で創立80周年を迎えた県立五城目高等学校の記念式典
が、同校体育館で行われました。
同校は、昭和17年に町立の「秋田県五城目実科高等女学校」として開校。
昭和25年に現在の校名となり、湖東地区唯一の高校として、これまでに
１万2,533人の卒業生を送り出しています。
式典には、全校生徒や教職員など約230人が出席。赤坂亨校長は、「こ
の記念すべき年に在籍したことに意義を感じ、『真実・克己・規律』とい
う校訓を胸に刻みながら、未来に向かって一歩一歩着実に歩みを進めて
ほしい」と、生徒へメッセージを贈りました。
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「全国地域安全運動」で犯罪被害防止を呼びかけ

地域の人から学ぶ「地域企業ガイダンス」

10
月
２
日
、「
第
33
回
森
鈴
旗
争
奪
秋
田

追
分
全
国
大
会
」
が
、
五
城
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
本
町
出
身
の
鳥
井
森
鈴
が

完
成
さ
せ
た
正
調
秋
田
追
分
の
正
し
い
伝
承

と
普
及
を
目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
が

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
規

模
を
縮
小
し
、
出
場
者
を
過
去
の
大
会
で
上

位
入
賞
し
た
経
験
の
あ
る
県
内
在
住
の
方
に

限
定
す
る
な
ど
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、成
田
義
道
さ
ん
が
優
勝
し
、

紫
紺
の
森
鈴
旗
を
手
に
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
（
敬
称
略
）　
　
　　

【
一
般
の
部
】

優　
勝

　
成
田　
義
道
（
鹿
角
市
）

準
優
勝

　
川
辺　
節
子
（
秋
田
市
）

第
３
位

　
高
橋
さ
と
み
（
由
利
本
荘
市
）

第
４
位

　
谷
川　
未
采
（
八
郎
潟
町
）

第
５
位

　
大
川
あ
け
み
（
秋
田
市
）

24
人
が
秋
田
追
分
を
熱
唱

優
勝
は
成
田
義
道
さ
ん
（
鹿
角
市
）

優勝し、森鈴旗を手に秋田追分を歌う成田さん 

大会には町内から５人が出場。左から永尾鐡藏さん（82歳・希望ケ丘）、金野實さん（75歳・平ノ下）、伊藤チサ子さん（76歳・野田）、佐々木敬子
さん（74歳・雀舘）、小玉哲男さん（72歳・新里町）。
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大人も子どもも真剣勝負！
大川分園で運動会

10
月
22
日
、
も
り
や
ま
こ
ど
も
園
大

川
分
園
の
運
動
会
が
旧
大
川
小
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
の
21

人
は
、
保
護
者
や
祖
父
母
と
一
緒
に
競

技
を
行
っ
た
り
、
日
ご
ろ
練
習
を
重
ね

て
き
た
お
ゆ
う
ぎ
や
か
け
っ
こ
、
リ

レ
ー
な
ど
の
各
種
目
に
一
生
懸
命
取
り

組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
は
、
施
設
を
運
営
す

る
「
社
会
福
祉
法
人
キ
ッ
ズ
ハ
ウ
ス
も

り
や
ま
」
が
創
立
50
周
年
の
節
目
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
種
目
を
実
施
。

親
子
ゆ
う
ぎ
走
で
は
、「
50
」
の
数
字

が
書
か
れ
た
ケ
ー
キ
を
、
み
ん
な
で
協

力
し
な
が
ら
作
り
上
げ
ま
し
た
。

1保護者や祖父母と一緒にバトンをつなぎながら勝利を目指す
「みんなのリレー」 2親子ゆうぎ走では、みんなで協力しなが
ら法人創立50周年を祝うケーキを作成 3日ごろ練習を重ね
てきたおゆうぎを元気いっぱいに披露

1

2 3



若者の元気は町の元気！
部活動などをがんばる
高校生や大学生を紹介します! 22

弛
たゆ

まぬ努力と向上心で
「文武両道」を体現
中学校入学を機にバドミントンを
始めた佐々木さん。八郎潟町のクラ
ブチーム「八郎潟レイクジュニア」
に所属し、クラブ内に男女それぞれ
の全県チャンピオンがいる環境で着
実に力を伸ばし、全県新人大会準優
勝、全県総体３位などの好成績を収
めるまでに成長しました。　
佐々木さんのプレーを支えるの
は、無駄のない動きやフットワーク、
ラケットワークなどで、中学時代の
恩師に教え込まれた技術が今も強み
となっています。佐々木さんは、「バ
ドミントンはラリーが続く展開にな
ることが多く、勝負どころに体力を
残すためにも、動きの無駄を省くこ
とが大事になってくる。また、その
意識がクセのない動作を生み、相手

からプレーを読まれにくくなること
にもつながる」と、話します。
秋田工業高等専門学校入学後もそ
の強みを磨き、３年時からは主将と
してチームをけん引。「このチーム
で勝ちたい」という思いが強く、時
には嫌われ役を買って出ることも
あったそうで、ひたむきに勝利を追
い求める姿勢で競技に向き合い続
け、その姿にチームメートたちが
徐々に呼応。チームには、互いを高
め合う好循環が生まれました。
その努力が実り、本年７月の東北
大会では、団体戦と個人戦の両方で
優勝し、見事２冠を達成。９月には
自身初となる全国大会に出場し、「こ
れまでの集大成として、自分の実力
がどれほどかを確かめる最高の経験
となった」と振り返ります。
また、「文武両道」を目標に勉学

にも励んできた佐々木さんは、各学
科の学年成績１位に贈られる、昨年
度の「学年優秀賞」を受賞。佐々木
さんは「目標としていた『文武両道』
がこのような形で達成できたことが
自信となった。今後は、学士や修士
などの学位を取得するため、より一
層勉学に励みたい」と話しました。

佐々木拓
たくろう
朗さん（20歳・岡本二区）

秋田工業高等専門学校５年、バドミントン部所属。本年７月の「東北地区高等専門学校
体育大会」ではシングルスと団体で優勝し、二冠に輝きました。
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Recently, I had the opportunity to 
explore Akita prefecture. I went 
to a meat festival in Odate, where 
I saw taiko drummers perform, as 
well as some namahage! It was 
very impressive. I was also able 
to try Gyutan for the first time. 
The chef was a very good cook, 
and I was able to speak with him 
a little. I can still remember the 
delicious flavors, even now.
I have had a chance to buy and 
enjoy vegetables and other foods 
that have been grown locally. 
This is not so easy to do in the 
UK. I really enjoy cooking with 
such good quality ingredients, 
whilst being able to support the 
town a little!

Please, take care over the coming 
months, as it gets colder, and 
let's enjoy the beautiful colours of 
autumn. 

最近、町の外へお出かけする機会がありまし
た。大館市で開催された「肉の博覧会」へ参加し、
なまはげによる太鼓の演奏などを聴きました。そ
の場面がとても印象的だったのと、牛たんを初め
て食べた日にもなりました。お店の方はとても料
理が上手で、少しだけお話しすることもできまし
た。あのおいしさは今でも忘れられません。
また、町で採れた野菜や町の方が手作りの食

べ物を買う機会もありました。イギリスではめっ
たに経験できないことです。これからは、五城
目の良質な食材を使いながら、料理を楽しみた
いと思っています！
これからの季節は寒さ対策をしながら、美し

い紅葉を楽しみましょう。

食欲の秋、実りの秋

Zoe Fell (ゾーイ・フェル)
イギリス・バークシャー出身。
本年８月から、町の外国語指導助手
（ALT）に着任しました。

全
県
お
は
よ
う
野
球
大
会
で

初
の
栄
冠
に
輝
く

10月１日から８日にかけて行われた「第53回
全県おはよう野球大会」で、町から出場した小政
倶楽部が見事優勝を飾りました。
創部から50年以上の歴史がある小政倶楽部は、
平成元年から現在のチーム名で活動。「全県おは
よう野球大会」で過去２回の準優勝という実績が
ある中で、初となる栄冠を手にしました。
登録メンバー 18人は、21歳から45歳と年齢層
が幅広く、その中でも20代後半から30代半ばの
選手たちが主力としてチームをけん引します。身
上とするのは「エースを中心に守り勝つ野球」で、
南秋田支部大会から県大会を通じ、得意とする

ロースコアの展開に持ち込み、幾度となく接戦を
ものにしてきました。
監督としてチームを率いる菅生真澄さん（45

歳・紀久栄町）は、「南秋田支部大会は、初戦が
４点、決勝が２点を追う展開の中、最後まで諦め
ず戦い、逆転で勝利をつかむことができました。
県大会は４試合で合計３失点と、全ての試合で自
分たちらしい守り勝つ野球ができ、優勝という結
果につながりました。選手たちには感謝するとと
もに、大会連覇を目指し今後も頑張りたいです」
と、今大会を振り返りながら、来年へ向けた意気
込みを話しました。

04

ゾーイの
ごじょうめ日記

小
こまさ
政倶

クラブ
楽部（軟式野球チーム）

10月21日から23日にかけ、「関係人口拡大五城目
ツアー」を実施し、県内外の７人が参加しました。
ツアーでは、ボランティアで森山登山道を整備して
いる「もっと森山をもりあげ隊（通称：３MO隊）」
と登山道整備を予定していましたが、当日は雨天と
なったため、屋内で標識を作成。工夫を凝らした３つ
の標識は森山登山道に設置されます。このほか、だま
こ鍋作りに挑戦するなど、町の暮らしを体験し、「３
ＭＯ隊の熱意を感じた」「だまこ鍋がおいしかった」「今
後も五城目町と関わり続けたい」などの感想があり、
一緒に活動した３ＭＯ隊の皆さんは「いつか一緒に森
山に登る！」と約束されていました。
町では今後も「観光以上定住未満」として町に関わ
り、ともに地域の担い手となる、いわゆる「関係人口」
の創出を推進します。

1 2

3 4

1個性豊かな３つの標識が完成 2苦戦しながら出来上がっただまこ鍋
は抜群の味 3朝市では雨の中で北さんマジックショーに大爆笑 4９月
にはツアーに先立ち東京・大阪でツアー参加の呼びかけや五城目ファン
拡大を目指すファンミーティングを開催

「関係人口拡大ツアー」で７人が町を体験



ALOHA! 五城目町。
アロ ハ

NE SWニュース 創立80周年

五
高

五城目高校ホームページ：http://www.gojome-h.akita-pref.ed.jp/

五城目高校のわだいを定期的にお届けします!
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【
　
短 

　
歌
　
】

口
笛
は
若
き
日
の
も
の
口
笛
を

吹
き
つ
つ
青
年
校
門
を
出
づ

	

大
　
川
　

小
熊
　
正
明

耳
鳴
り
の
音
に
よ
く
似
た
虫
の
声

夜
の
静し

じ
ま寂
に
秋
を
告
げ
い
る

	

西
磯
ノ
目
　

小
玉
　
明
子

彼
岸
過
ぎ
夏
の
終
り
と
鳴
く
蝉
の

声
を
細
か
り
夕
日
に
溶
け
ゆ
く

	

岡
　
本
　

大
石
　
政
子

　
【
　
俳 

　
句
　
】

群
落
と
言
へ
ど
さ
み
し
き
糸
す
す
き

	

昭
辰
町
　

本
間
　
富
子

歴
史
的
女
王
悼
む
秋
の
虹

	

畑
　
町
　

本
間
　
惠
子

父
母
の
遺
影
に
っ
こ
り
盆
用
意

	

高
　
崎
　

舘
岡
　
　
絢

　
【
　
川
　 

柳
　
】

予
告
な
く
来
る
災
害
に
手
も
出
せ
ず

	

脇
　
村
　

伊
藤
　
千
里

そ
れ
ぞ
れ
の
居
場
所
を
繋
ぐ
交
差
点

	

広
ケ
野
　

佐
々
木
涼
弥

迷
い
な
い
一
歩
に
な
っ
た
快
復
期

	

矢
場
崎
　

鈴
木
さ
く
ら

紙
一
重
　
猪
口
の
軽
い
日
重
た
い
日

	

新
里
町
　

加
藤
　
円
心

ご
じ
ょ
う
め
の

文
　

芸

実
家
を
離
れ
40
年
以
上
に
な
り

ま
す
。
若
い
時
は
あ
ま
り
意
識
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
生
ま
れ
育
っ

た
故
郷
に
は
や
は
り
特
別
な
思
い

が
あ
る
も
の
だ
な
と
こ
の
頃
に

な
っ
て
し
み
じ
み
思
い
ま
す
。

自
分
が
小
さ
い
こ
ろ
の
五
城
目

は
、
子
ど
も
の
数
も
多
く
、
商
店

の
数
も
そ
れ
な
り
に
あ
っ
て
子
ど

も
の
目
に
は
活
気
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
下
タ
町
で
開
催
さ
れ
た
神

明
社
の
祭
り
や
七
夕
、
盆
踊
り
な

ど
に
は
、
人
が
大
勢
集
ま
っ
て
と

て
も
賑に

ぎ

や
か
だ
っ
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。

仙
台
の
会
社
に
就
職
し
て
、
転

勤
な
ど
で
東
京
で
の
暮
ら
し
も
長

か
っ
た
で
す
が
、
実
家
に
は
よ
く

帰
っ
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
子
ど

も
が
小
さ
い
と
き
に
は
、
５
月
の

連
休
、
夏
休
み
、
冬
休
み
と
年
３

回
以
上
は
帰
省
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
か
、
子
ど
も
た
ち
も

五
城
目
を
第
二
の
ふ
る
さ
と
と
し

て
思
っ
て
い
る
よ
う
で
、
親
と
し

て
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。子

ど
も
た
ち
が
自
立
し
て
か
ら

は
、
夫
婦
で
の
帰
省
が
多
い
で
す

が
、
時
間
に
余
裕
が
あ
れ
ば
町
内

の
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
へ
出
か
け
ま

す
。
朝
市
が
あ
れ
ば
ま
ず
行
き
ま

す
（
家
内
は
必
ず
何
か
し
ら
買
い

物
を
し
ま
す
）。
何
か
目
新
し
い
と

こ
ろ
、
興
味
を
惹ひ

か
れ
る
場
所
が

あ
れ
ば
行
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

ま
た
、
自
分
ひ
と
り
で
町
内
を
ブ

ラ
ブ
ラ
し
て
昔
遊
ん
だ
場
所
や
同

級
生
の
家
を
見
つ
け
た
り
し
て
昔

を
懐
か
し
ん
だ
り
も
し
ま
す
。
天

気
が
良
け
れ
ば
、
馬
場
目
や
杉
沢
、

内
川
方
面
へ
も
車
で
行
き
ま
す
。

同
じ
と
こ
ろ
へ
何
度
も
出
か
け
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
が
、
町
内
を

旅
す
る
と
い
ろ
ん
な
発
見
が
あ
る

の
も
楽
し
み
で
す
。

会
社
を
退
職
後
、
昨
年
か
ら
自

宅
近
く
の
児
童
館
で
学
童
保
育
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
軽
い
気
持

ち
で
勤
め
た
も
の
の
、
子
ど
も
相

手
に
悪
戦
苦
闘
の
毎
日
で
す
。
保

育
士
を
定
年
ま
で
勤
め
上
げ
た
同

級
生
が
い
ま
す
が
、｢

ア
ッ
パ
レ｣

だ
な
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。
今
の

子
ど
も
た
ち
を
見
て
感
じ
る
の
は
、

管
理
さ
れ
過
ぎ
て
い
る
こ
と
、
地

域
と
の
結
び
つ
き
が
薄
い
こ
と
で

す
。
ま
た
、
親
た
ち
、
特
に
母
親

が
仕
事
と
の
両
立
で
疲
れ
て
見
え

ま
す
。
近
所
の
お
じ
さ
ん
の
ひ
と

り
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
の
び

の
び
育
っ
て
い
け
る
地
域
づ
く
り

に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

仙
台
で
地
元
の
新
聞
に
五
城
目

に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
こ

と
が
時
々
あ
り
ま
す
。
朝
市
の
こ

と
だ
っ
た
り
、
町
外
か
ら
若
い
人

が
移
住
し
た
り
五
城
目
で
起
業
し

た
り
し
て
い
る
と
い
う
記
事
も
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。昔
と
は
違
っ

た
形
で
町
に
活
気
が
出
て
、
子
ど

も
の
数
が
増
え
て
き
た
ら
元
町
民

と
し
て
は
嬉
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

残
念
な
が
ら
こ
こ
２
年
ほ
ど
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
帰
省
も
日
帰
り
と

な
っ
て
実
家
で
ゆ
っ
く
り
す
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
ま
た
子
ど

も
や
孫
た
ち
を
連
れ
て
五
城
目
に

帰
っ
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
旅
し
て
思
う
こ
と

荒
　
川
　
　
　
満
（
昭
辰
町
出
身
）

　

ふ
る
さ
と
を
想
う

私は「昨年も登ったから大丈夫だろ
う」と、調子に乗っていましたが、登
り始めて10分もすると疲れが出て足
が痛くなり始め、無事に頂上まで登り
切れるのか不安でした。先頭を歩いて
いましたが、次々とみんなに先を越さ
れてしまいます。そんな中でも、他の
人のペースに合わせることなく、自分
のペースで楽しみながら登ることがで
きました。
頂上からの景色は、疲れを忘れるぐ

らいきれいでした。登り終わった後は

達成感をとても感じ、思い出に残る写
真も撮ることができて良かったです。
今回の森山登山では、森山の自然を
体感することができ、とても良い体験
となりました。森山に登ったことを誇
りにし、来年も登るのが楽しみです。
また、森山はとても素敵な場所ですの
で、家族や知り合いにオススメしよう
と思います。
森山がもっと盛り上がってくれると
いいなと感じました。

（２年　猿田真由美）

1日㈫　修学旅行（２年）（４日まで）
5日㈯　�県総合美術展（アトリオン、

９日まで）

16日㈬　生徒会役員改選
25日㈮　�バスケットボール中央地区新

人戦（27日まで）

11月の主な行事予定

～どんぐりころころどんぐりこ～

80周年記念森山登山に参加して

頂上でのつかの間の休息

急坂をロープにつかまり登る生徒たち

　

五城目町の皆様、Alo-ha！　集落支援員の八嶋美恵子
です。森山も美しく色づき、秋も真っ盛りです。わたし
は朝市できのこ出汁の取り方を教わったり、栗ごはんを
お裾分けいただいたりと、お陰様で季節を感じています。
10月は新築の五城目小学校にて、ドイツ在住・仙台/
福島ご出身の演奏家ご夫妻によるヴァイオリン・ヴィオ
ラコンサートを開催しました。会場まで足をお運びくだ
さり、心から感謝申し上げます。
青空の下、楽器の音色がよく響く高い天井、ガラスと

杉の木がふんだんに活かされた開放的な階段教室に老若
男女、計約80名が集って約２時間の公演を楽しみました。
アンコールでは秋田出身成田為三氏作曲の『浜辺の歌』

と、バッハの『主よ人の望みの喜びよ』を滑らかにつな
げたメドレーを演奏してくださり、感動で、とても癒さ
れました。（豆知識：秋田内陸縦貫鉄道　米内沢駅では、
列車の到着を告げるメロディに『浜辺の歌』が使われて
いるようです。ぜひ聴いてみたいです！）

今回「新しい小学校に
初めて訪れた」という方
も沢山いらしたようです。「校舎の境界を越えて子どもた
ちが地域に飛び出すー越える学校ー」として開校されて
から約２年。学校が、今後ますます子どもと大人が自然
に行き交う場になっていくイメージを抱くことができま
した。
さて、そんな小学校を舞台に先月から『みんなの学校』

という取り組みが始まっています。小学校の授業を一般
公開して子どもたちと共に学べるもの、町の人が講師と
なって様々なテーマ（エネルギー、ICT、健康など）を
深めるもの、全23講座が開かれています。
お申込みは「みんなの学校」ホームページからできます。

また、パソコンやスマートフォンからのお申し込みが難
しい場合には、教育委員会生涯学習課（☎018・852・
4411）でも受付可能とのことです。わたしもこの機会に、
興味のあるものにチャレンジしてみます＾＾
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　500年の歴史を誇る山内番楽を体験してみたい方、学んでみた
い方を募集します。
▶対　　象　�五城目町在住の方（高校生以上）
▶練習会場　��町民センターまたは広域五城目体育館
▶指 導 者　山内番楽保存会（代表：小林　進さん）
▶申し込み　〒018-1723　五城目町上樋口字堂社75
　　　　　　�五城目町教育委員会生涯学習課　担当　工藤

問 町教育委員会生涯学習課（☎852・4411）

山内番楽を踊ってみませんか？

町では、教育留学を希望する県外に在住の小・中学生を、
五城目小学校と五城目第一中学校で受け入れます。
教育留学は、全国トップクラスの学力を支える秋田の
学校教育や地域活動、豊かな自然など、教育環境の良さ
を他県の子どもや保護者に体感してもらい、五城目の魅
力を全国に広めようと実施するものです。
県外に住んでいるお孫さんや親戚の方も体験できます。
町の小・中学校の教育に興味のある方は、下記までご連
絡ください。
▶内　　容　�平日は五城目小学校や五城目第一中学校の

児童・生徒と一緒に授業を受け、秋田の探
究型授業を体験してもらいます。休日は、
地域行事など様々な活動へ参加できます。

▶受入期間　11月下旬～令和５年２月（予定）
▶対　　象　県外に在住の小学校１年生～中学校２年生
▶留学期間　数日～２週間程度

▶宿 泊 先　❶町内に祖父母親戚宅がある場合
　　　　　　　➡　祖父母や親戚宅
　　　　　　❷保護者とともに過ごす場合
　　　　　　　➡　民間宿泊施設
▶手 続 き　�留学を希望する３週間前までに、町教育委

員会学校教育課へお問い合わせください。
※�教育留学の申込開始時期や詳しい情報は町
ホームページからもご覧になれます（右の
QRコードからアクセスできます）。

▪申・問 町教育委員会学校教育課（☎852・5372）

五城目で世界一周発表会（小学校合同）
五城目小学校６年生がプレゼンテーションをします。
世界を知ることで、地域を知るー。大人は気づかない、
子どもたちの目線から見る町の良さを再発見してみま
しょう。
⃝日　時　11月22日㈫　午後１時50分〜午後３時30分
⃝講　師　丑田俊輔さん（ハバタク株式会社）
⃝会　場　五城目小学校階段教室

子育てから考える貯蓄や投資のお話し
子どもが大人になるまでにかかるお金を考えながら、
家庭のフィナンシャルプランを基礎から学びます。
⃝日　時　11月26日㈯　午前10時〜午前11時
⃝講　師　畑澤政教さん
⃝会　場　五城目小学校階段教室

わらしべ連携「タブレット学習」
地域の先生やお友だちと一緒に、タブレットを使って
校舎内を探検しながら遊んでみませんか。
⃝日　時　11月26日㈯　午前10時〜午前11時30分
⃝講　師　わらしべ塾学習支援員
⃝会　場　五城目小学校

持続可能な地域づくり
国際教養大学准教授の工藤尚悟さんが、「五城目町のサ
ステイナビリティ（持続可能性）とは」について、分か
りやすく説明します。
⃝日　時　11月28日㈪　午後６時30分〜午後７時30分
⃝講　師　工藤尚悟さん（国際教養大学准教授）
⃝会　場　地域図書室「わーくる」

禅と瞑
めいそう

想で乗り切るストレス社会
高性寺住職の八木下真全さんが、日常生活に使える座

禅と、瞑想のテクニックをお伝えします。
⃝日　時　12月９日㈮　午後６時30分〜午後７時30分
⃝講　師　八木下真全さん（高性寺住職）
⃝会　場　地域図書室「わーくる」

みんなで体験！ICT教育の今
小学校で行われているICT教育を体験しながら、「リ

モート学習って何？」「タブレットを活用した学び合いと
は？」などの疑問にお答えします。
⃝日　時　12月13日㈫　午後２時30分〜午後３時30分
⃝講　師　町ICT支援員　小玉史男さん　
⃝会　場　五城目小学校音楽室

はじめてのボッチャ
パラリンピックの正式種目でもあるボッチャを、みん

なで体験しましょう。
⃝日　時　12月15日㈭　午後２時30分〜午後３時30分
⃝講　師　町スポーツ推進委員　ほか
⃝会　場　五城目小学校体育館

正しい敬語の使い方　
国語を専門とする、五城目第一中学校校長の石井純さ

んが講師を務め、人間関係がスムーズになる正しい敬語
の使い方を学びます。
⃝日　時　12月17日㈯　午前10時〜午前11時
⃝講　師　五城目第一中学校校長　石井　純さん
⃝会　場　五城目小学校階段教室

みんなの学校見学会　
現在の五城目小学校の取り組みや最新の教育環境への

理解を深めましょう。
⃝日　時　12月17日㈯　午前11時〜正午
⃝講　師　五城目小学校校長　島﨑徳之さん　ほか
⃝会　場　五城目小学校

◆�各講座の申し込みは、右のQRコードから
のウェブ申し込みにより受け付けます。
◆各講座とも、受講は無料です。
◆１月以降の各講座は、町広報で随時ご案内します。

問 町教育委員会生涯学習課（☎852・4411）

「みんなの学校」は、０歳から100歳以上でも通える学びの場を目
指す取り組みで、誰もが気軽に集い、学ぶことを目指し、五城目小
学校を会場に様々なミニ講座を開設しています。
仲の良いお友だちと、近所の方と、おひとりの方もお気軽にご参

加ください。

11月・12月に実施の講座一覧

各地区公民館で
eスポーツ体験ができます!

注）�「eスポーツ」は、「エレクトロニック・スポー
ツ」の略称で、コンピューターゲーム、ビデオ
ゲームを使った対戦をスポーツ競技として
捉える際の名称です。

町内にある６つの地区公民館で、
スイッチ（家庭用ゲーム機）を用い
たｅスポーツ注の体験ができます。
ソフトは「太鼓の達人」と「スイッ
チスポーツ」の２種類です。
右記の日程で体験会を実施します
ので、ご興味のある方はお近くの地
区公民館または町教育委員会生涯学
習課へお問い合わせください。

問　町教育委員会生涯学習課
（☎852・4411）

日　　程 会　　場 連 絡 先
11月 2日㈬～ 6日㈰ 馬川地区公民館 ☎855・1175

11月 9日㈬～13日㈰ 馬場目地区公民館 ☎853・2121

11月16日㈬～20日㈰ 富津内地区公民館 ☎854・2121

11月23日㈬～27日㈰ 内川地区公民館 ☎854・2314

11月30日㈬～12月 4日㈰ 森山地区公民館 ☎852・4421

12月 7日㈬～11日㈰ 大川地区公民館 ☎875・5067

※時間はいずれも午前10時～午後５時

本町本町へへ教育留学教育留学をを希望希望するする
県外県外のの小・中学生小・中学生をを受受けけ入入れますれます 「みんなのの学校　〜大人もも通えるえる小学校〜」

各種講座にに参加してみませんかしてみませんか
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の
五
城
目
家
具
を

弟
子
と
と
も
に
引
き
継
ぐ
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竹矢・箆
の

　御矢師　永澤明久さん

 五城目簞
たんす

笥　五城目木工㈲

 組子細工　小玉建具店 家具・木工品　木工興こうしん真

 弓具　㈲永澤弓具

11月18日㈮から20日㈰にかけて、秋田市を会場
に「第39回伝統的工芸品月間国民会議全国大会」が
開催され、日本各地の伝統的工芸品が大集合します。
その中で、町の事業所等からの出展も行われます。
歴史と伝統が息づく職人の逸品をご覧になってみま
せんか。
【町内からの出展（部門別）】
▶秋田の郷土工芸品展
　�㈲永澤弓具、御矢師 永澤明久、五城目木工㈲
　�木工興真、小玉建具店（工芸品ワークショップに
も出展）
▶工芸クラフト作家展
　三温窯、佐藤木材容器、すずなり、WOOT家具
▶開催日程　11月18日㈮〜20日㈰　
▶時　　間　午前10時〜午後５時
　　　　　　※20日は午後４時まで
▶会　　場　�あきた芸術劇場ミルハス、秋田市文化

創造館、秋田市にぎわい交流館AU、
県立美術館、秋田アトリオン

※�イベントの詳細は右のQRコードから
ご覧になれます。

五城目の職人の逸品を　
ご覧になってみませんか

第39回伝統的工芸品月間国民会議全国大会
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新型コロナウイルスワクチン接種のご案内
　オミクロン株対応ワクチン接種　
10月20日に開催された「厚生科学審議会予防接種・

ワクチン分科会」において、オミクロン株対応ワクチン
接種を行う場合の最終接種からの間隔を、現行の５か月
以上から「３か月以上」に短縮することが了承されました。
これを踏まえ、対象者には順次接種券を送付します。

▶接種対象者
　�五城目町に住民票のある12歳以上の方で、２回目の
接種を完了し、前回（２・３・４回目）の接種から３
か月以上経過した方。

▶ワクチンの種類
　�ファイザー社およびモデルナ社のオミクロン株対応２
価ワクチン

▶接種回数
　現時点でオミクロン株対応ワクチンは１人１回です。
▶接種券の送付時期

前回（２・３・４回目）接種日 接種券送付日
令和４年６月～７月 送付済
令和４年８月～９月 11月上旬
令和４年10月以降 12月上旬

これまでにお送りした未使用の接種券は、そのまま
オミクロン株対応ワクチン接種に使用できます。紛失
した方のみ再発行の申請をお願いします。

▶予約方法
接種券に同封の「案内通知」をご確認ください。

　11月の集団接種（町民センターで実施）の空き状況　
以下の接種日で予約枠に空きがありますので、前回

（２・３・４回目）の接種から３か月以上経過した方で、
接種を希望される方は、五城目町コロナワクチン予約専
用ダイヤルへご連絡ください。
▶接 種 日　11月７日㈪、８日㈫、19日㈯
※�接種日、受付時間によっては予約枠が少ない場合もあ
ります。

　�１・２回目のワクチン接種が未完了の方へ　
引き続き接種を実施しています（従来株ワクチン）。
できるだけ年内に完了することをご検討ください。
接種を希望される方は、五城目町コロナワクチン予約

専用ダイヤルへご連絡ください。

　５～11歳の新型コロナワクチン接種　

接 種 日 11月15日㈫、18日㈮、25日㈮、29日㈫

受 付 時 間 午後２時、午後２時30分
午後３時、午後３時30分

予 約 方 法
専用ダイヤル
0570・666・764（午前９時～午後４時）

接種当日の午前中まで予約を受付けます。
使用するワクチン 小児用ファイザー社ワクチン
接 種 場 所 湖東厚生病院

次回の接種は令和５年１月です。接種日は町広報１月
号と町ホームページでお知らせします。

　生後６か月～４歳の新型コロナワクチン接種　
生後６か月～４歳の新型コロナワクチン接種が予防接

種法上の特例臨時接種に位置づけられ、接種が開始され
ました。町では、12月から接種を行います。
使用するワクチン 乳幼児用ファイザー社ワクチン
接 種 回 数 ３回
接 種 券 順次お送りします
予 約 方 法 接種券に同封の案内通知をご確認ください
接 種 場 所 湖東厚生病院

▶問い合わせ先
　接種券の送付や予約等に関するお問い合わせ
　五城目町コロナワクチン予約専用ダイヤル
　 0570・666・764   (平日午前９時～午後４時)

広報「ごじょうめ」1060号　令和4年11月1日17

新型コロナウイルス感染症のまん延を未然に防ぐた
め、感染防止対策や密を避けるなど適切な行動に努め
るようお願いします。
⃝�従来と同様に手指の消毒、状況に応じた正しいマス
クの着用、こまめな手洗い、うがい、三密の回避、
十分な換気といった基本的な対策を徹底する。
⃝�県外との往来は訪問先等の感染状況を踏まえ判断
し、一人ひとりが基本的な感染防止対策を図る。ま
た、帰宅後の健康観察や必要に応じてＰＣＲ検査等

により感染拡大防止対策を図る。
⃝�飲食を伴う集まりは、「長時間を避け」、「マスク会
食」を行うとともに、「参加人数に応じた席の配置」
や「十分な換気」を徹底する。
⃝�咳、発熱、喉の痛み、体のだるさ、味覚、嗅覚の異
常を感じたときは、無理に外出せず速やかに「かか
りつけ医」に電話で相談する。
　�かかりつけ医がいないなど、医療機関に迷う場合は、
「総合案内窓口」へご相談ください。
▶�総合案内窓口（24時間受付）
☎895・9176（午前８時～午後５時）
☎866・7050（午後５時～翌日午前８時）

新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため
町民の皆さまへのお願い

家の沢橋（内川浅見内）の橋
きょうりょう

梁架
け替え工事に伴い、県道能代五城目
線の内川浅見内後田〜同大繋地内が
令和５年３月17日㈮までの工事期
間中、全面通行止めとなります。
当面の間、みせっこあさみないを
左に曲がり、谷地田橋を渡った先の
道路が迂

うかい

回路となります。
ご不便をおかけしますが、ご理解、
ご協力のほどお願いいたします。
▶路線名　県道能代五城目線
▶通行止め区間
　�浅見内集落内（みせっこあさみな
い）から浅見内集落終わり付近
（迂回路接続部分）まで
▶通行止め期間
　10月11日～令和５年３月17日㈮
問　秋田地域振興局企画・建設課
（☎︎860・3441）
町建設課（☎︎852・5252）

町道上町線にかかる五城目橋の橋
梁補修工事に伴い、令和５年３月20
日㈪までの作業時間中、全面通行止
めとなります。
当面の間、作業時は国道285号も
しくは町道雀舘幹線が迂回路となり
ます。
ご不便をおかけしますが、ご理解、
ご協力のほどお願いいたします。
なお、歩道は作業時間中も通行が
可能です。
▶路線名　町道上町線
▶通行止め区間
　�東種苗店様駐車場付近から、門間
精肉店様付近まで
▶通行止め期間
　10月27日～令和５年３月20日㈪
問　町建設課（☎︎852・5252）　

みせっこ　
あさみない●

浅見内神明社●

〶浅見内
　簡易郵便局

県
道
能
代
五
城
目
線

⬇国道285号

谷地田橋

⬆三種町

通行止

通行止

迂回路 通
行
止
め
区
間

五城目町●
役場　

五城目　
警察署●

通行止め区間

町
道
上
町
線

県道秋田八郎潟線

国道285号

井川町⬇

五城目橋馬場目川

上小阿仁村➡

通行止

通行止

令和５年３月17日㈮まで
県道能代五城目線（内川浅見内後田〜同大繋地内）が
全面通行止めとなります

令和５年３月20日㈪まで
町道上町線　五城目橋付近が通行止めとなります

通行規制位置図

通行規制位置図



10
月
15
日
、
⃞
⃞
⃞
⃞
さ
ん
が
満

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。
祖
父
の
代
か
ら
朝
市
で
野
菜
や
果

物
、
乾
物
な
ど
を
売
っ
て
い
た
そ
う
で
、

⃞
⃞
⃞
さ
ん
自
身
も
約
50
年
に
わ
た

り
出
店
。
好
天
の
日
は
リ
ヤ
カ
ー
を
引

き
、
雪
の
日
は
箱
ぞ
り
を
押
し
な
が
ら
、

朝
市
へ
通
っ
た
こ
と
が
良
い
思
い
出
と

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
が
得
意
で
、
ス
キ
ー
や
短

距
離
走
の
大
会
な
ど
に
出
場
し
て
い
た

ほ
か
、
川
柳
や
短
歌
が
趣
味
で
、
テ
レ

ビ
番
組
で
学
び
な
が
ら
、

作
品
作
り
を
楽
し
ん
で
い

る
そ
う
で
す
。

長
生
き
の
秘ひ

け
つ訣
は
「
食

べ
過
ぎ
に
気
を
付
け
、
健

康
に
気
を
使
う
こ
と
や
、

自
分
の
こ
と
よ
り
も
周
囲

の
方
々
の
こ
と
を
考
え
、

い
つ
も
笑
顔
で
過
ご
し
、

人
を
喜
ば
せ
る
こ
と
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
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町で100歳と90歳を迎えられた方をご紹介します
※掲載を希望しない方は、お祝いに伺う際にお知らせください。

元元気気にに長長生生きき！！
これからも
お元気で。

「
県
外
に
住
ん
で
い
る
孫
た
ち
に
会
う
の
が
楽
し
み
」

と
、
⃞
さ
ん
。
最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
で
会
う
頻
度
が
減
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
お
互
い
に

会
う
の
が
待
ち
遠
し
い
そ
う
で

す
。
若
い
こ
ろ
は
呉
服
店
に
勤

め
て
い
た
そ
う
で
、
和
裁
や
洋

裁
が
得
意
と
の
こ
と
で
し
た
。

長
生
き
の
秘
訣
は
、「『
家
族

の
た
め
に
』
と
い
う
思
い
を
抱

き
な
が
ら
、
日
々
の
生
活
を
送

る
こ
と
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

若
い
こ
ろ
は
営
林
署
に
勤
め
、
山
に
関
す
る
仕
事
を

し
て
い
た
⃞
⃞
さ
ん
。
現
在
は
入
所
し
て
い
る
施
設
で
、

食
事
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
元

気
に
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

長
生
き
の
秘
訣
は
、「
毎
日

３
食
き
ち
ん
と
食
べ
る
こ
と

と
、
施
設
の
方
や
家
族
か
ら
い

つ
も
支
え
て
も
ら
っ
て
い
る
こ

と
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

毎
朝
の
30
分
の
散
歩
や
、
そ
の
後
の
ラ
ジ
オ
体
操
が

日
課
だ
と
い
う
⃞
⃞
さ
ん
。
散
歩
に
は
、
雨
の
日
も
雪

の
日
も
欠
か
さ
ず
行
く
そ
う
で

す
。
毎
週
水
曜
日
に
、
近
所
の

ご
友
人
と
一緒
に
町
内
の
温
泉

へ
行
く
の
が
楽
し
み
と
の
こ
と

で
し
た
。

長
生
き
の
秘
訣
は
、「
毎
日

適
度
に
お
酒
を
飲
む
こ
と
や
、

運
動
し
て
体
を
よ
く
動
か
す
こ

と
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

孫に会うのが楽しみ

⃞⃞　⃞さん（門前）

食べることが楽しみ

⃞⃞⃞⃞さん（高千）

日課は散歩とラジオ体操
⃞⃞⃞⃞さん（東磯ノ目）

♦100歳を迎えられた方（10月20日現在）
10月15日　⃞　⃞⃞⃞さん（川　原　町）

♦90歳を迎えられた方（10月20日現在）
10月 5日　⃞⃞　⃞⃞さん（水　　沢）
10月10日　⃞⃞　　⃞さん（門　　前）
10月11日　⃞⃞⃞⃞⃞さん（浅見内６区）
10月14日　⃞⃞　⃞⃞さん（長　　町）
10月16日　⃞⃞　⃞⃞さん（高　　千）
10月18日　⃞⃞⃞⃞⃞さん（今　　町）
10月19日　⃞⃞　⃞⃞さん（東磯ノ目）
10月20日　⃞⃞　⃞⃞さん（高　　崎）
10月20日　⃞⃞　⃞⃞さん（下　山　内）

□□　　□くん
（樋　口）

□□□□□くん
（新畑町）

□□　□□ちゃん
（上田町）

▶10月６日健診
『三つ子の魂百まで・・・』といわれますが、
３歳は心身の発達上、節目となり極めて重要です。
この時期に乳歯の歯列はほぼ完成するので、家
族みんなで協力しあい、正しい歯の健康維持につ
いて基本を身につけましょう。
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町では、がん治療に伴い医療用補正具（ウィッグ（か
つら）または乳房補正具）を使用するがん患者のがん治
療と、就労や社会参加の両立を支援するとともに、購入
に伴う経済的負担を軽減するため、医療用補正具の購入
費用の一部を助成します。
▶対 象 者
　⃝�申請日時点で五城目町に住所があり、現に居住して
いる方

　⃝�がんの治療を受けている方で、医療用補正具を購入
した日の属する年度およびその前年度に購入した方

▶助成内容
　⃝�助成対象となる補正具は、ウィッグおよび乳房補正
具とし、１人あたりそれぞれ１回に限ります。

　⃝�助成額は、ウィッグ30 ,000円、乳房補正具
20,000円を限度として助成します。

▶申請に必要な書類
　❶�五城目町がん患者医療用補正具購入費助成金交付申
請書（町健康福祉課にあります）

　❷�がんの治療を受けていることが分かる書類の写し
（治療方針計画書、診断書等）

　❸�補正具を購入した際の領収書の写し（購入日、品
名、金額の記載のあるもの、これらに加えウィッグ
は全頭用であることが、乳房補正具は補正パッドま
たは人工乳房であることが、備考等に記載されてい
るもの）

　※�印鑑と、口座番号が分かるものもご持参ください。
▶申請方法・申請期限
助成金の交付を希望される方は、補正具を購入した日
の属する年度の翌年度の末日（３月31日）までに、申
請書類を町健康福祉課へ提出してください。

問　町健康福祉課（☎852・5180）

がん患者医療用補正具購入費の一部を助成します

町では、マイナンバ―カードの申請等に関するサ
ポートを行っています。
現在、最大20,000円分のマイナポイントがもらえ
るキャンペーンが実施中で、本年12月末までに申請し
たマイナンバーカードが対象となります。この機会に
マイナンバーカードを作ってみませんか。

⃝マイナンバーカード申請サポート
▶内　容　�マイナンバーカードの申請、受け取り、マイ

ナポイント申請等の各種手続きのサポート
▶日　時　平日　午前９時～午後５時
▶場　所　�町役場１階　住民生活課
▶手続きに必要なもの
　　　　　�身分証明書、マイナンバーカードの申請書

（お持ちの方）、通知カード（お持ちの方）
※�申請者本人が手続きを行う場合に限り、写真撮影を

無料で実施しています。
▶マイナポイント手続きに必要なもの
　　　　　�マイナンバーカード、預貯金口座の情報が

分かるもの、マイナンバーカード受け取り
時に設定した暗証番号

※�暗証番号をお忘れの場合は職員にお申し出ください。
⃝�マイナポイント事業に関する詳細は、右の
QRコードからご覧いただけます。

⃝休日サポート窓口を開設します!
平日に手続きができない方向けに、下記の日時で休
日サポート窓口を開設します。
▶日　時　11月20日㈰　午前９時～正午
▶場　所　町役場１階　住民生活課

問　町住民生活課（☎852・5112）

マイナンバーカード申請等の
サポートを実施しています!

元気元気なな歯歯っていいねっていいね！！
３歳児歯科健康診査３歳児歯科健康診査   虫歯ゼロ虫歯ゼロ

「オール五城目生活応援商品券」の有効期限が近づいています‼
お食事やお買い物に町の商品券をご利用ください。未使用の商品券を
お持ちの方は、使い忘れのないよう、お早めにご利用ください。
◉有効期限　令和４年12月31日㈯
※有効期限を過ぎると商品券は使用できません。
※商品券取扱店一覧は右記QRコードからご覧いただけます。

問 町商工振興課（☎852・5222）

見 本見 本

見 本見 本

笑顔を大切に

⃞ ⃞⃞⃞さん
（川原町・大正11年生まれ）

祝祝
100歳100歳！！



空気の乾燥、暖房器具の使用頻度の増加により、
火災が発生しやすい時季となりました。
次の「住宅防火いのちを守る10のポイント」に
注意し、火の用心を心がけましょう。

　住宅防火いのちを守る10のポイント　  
〈４つの習慣〉
❶�寝たばこは絶対にしない、させない。
❷�ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
❸�こんろを使うときは火のそばを離れない。
❹�コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは
抜く。
〈６つの対策〉
❶�火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は
安全装置の付いた機器を使用する。
❷�火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定
期的に点検し、10年を目安に交換する。
❸�火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝
具、衣類およびカーテンは、防炎品を使用する。
❹�火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置
し、使い方を確認しておく。
❺�お年寄りや身体の不自由な方は、避難経路と避難
方法を常に確保し、備えておく。
❻�防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地
域ぐるみの防火対策を行う。

「お出かけは　マスク戸締まり　火の用心」

秋の火災予防運動です
11月
６日㈰から
12日㈯は

！ 運動期間中、
午後６時にサイレンを
鳴らします。
火災と間違えないよう、
ご注意ください。

⃝住宅用火災警報器の点検をしましょう
▶定期的な
　作動確認 点検ボタンを押

すか点検ひもを
ひっぱり、定期
的に作動確認を
しましょう。

➡
作動確認をしても警
報器に反応がなけれ
ば、本体の故障か電
池切れです※。
警報器の本体または
電池を交換しましょう。

▶古くなったら
　交換

火災以外で警報
音が鳴った場合。 ➡

本体の故障か電池切
れです※。
警報器本体または電
池を交換しましょう。

※�故障か電池切れか分から
ないときは、取扱説明書
を確認するか、メーカーに
お問い合わせください。
なお、電池切れと判明し
た警報器が設置から10
年以上経過している場合
は、本体内部の電子部品
が劣化して火災を感知し
なくなることが考えられ
るため、本体の交換を推
奨しています。

問　町消防署（☎852・2028） 健診お知らせカレンダー健診お知らせカレンダー11
■ 健 診 ■

24日㈭　２歳児歯科健康診査
　対象　　令和２年３月〜５月生まれ
　受付　　12時50分〜13時20分
　場所　　役場１階保健室
28日㈪　乳児健康診査
　対象　　令和４年１月、４月、７月生まれ
　受付　　12時45分〜13時15分
　場所　　役場１階保健室

■ そ の 他 ■
15日㈫・29日㈫		
母子健康手帳・子育て支援クーポン券の交付
　受付　　９時〜15時　　　　　 　場所　　健康福祉課
※�指定日以外で交付を希望される方は、事前に
ご連絡ください。

９日㈬　離乳食づくり教室
　時間　　10時〜正午
　場所　　ケアセンター五城目２階
※対象者には通知済みです。

問　町健康福祉課（☎852・5180）
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フレイル健診を実施しました! 11月8日は「いい歯」の日
８

ハチマルニイマル

０２０と健康長寿を目指しましょう町内３地区
（内川、馬場目、
五城目）で、フ
レイル健診を行
いました。健診
当日に結果が出
るため、その場
で自分の体の状態を知ることができます。管理
栄養士や歯科衛生士などの専門職からのアドバ
イスもありました。

●フレイルとは？
心身の状態が健康なときより弱っている

ものの、介護が必要なほどではないという、
「健康な状態」と「介護が必要な状態」の
中間の状態で、将来要介護になる危険性が
高い状態のことです。

フレイル予防の３要素は、「栄養」・「運動」・「社
会参加」です。早めに生活習慣を見直せば、健
康な状態に戻ることができます。

問　町健康福祉課（☎852・5108）

滑舌低下、食べこぼし、わずかなむせ、かめない食品が
増えるなどのささいな口腔機能の低下から始まる「オーラ
ルフレイル」は、身体の衰え（フレイル）と大きく関わっ
ています。
「80歳になっても20本以上自分の歯を保とう」という
「８０２０運動」に「オーラルフレイル」という新たな考
え方を加え、健康長寿を考えていくことが大切となってい
ます。
◆よくかむと、こんな効果が！
唾液の量が増える、胃や腸の消化・吸収を助ける、生活

習慣病の予防、食べ過ぎ防止、脳の活性化や認知症予防、
むし歯や歯周病、口臭予防、やる気・集中力・体力向上など
◆歯科健診の受診をお忘れなく！
以下の方々は、本年度の歯科検診が無料で受けられます。

対象者には通知を送付していますので、詳しくはそちらを
ご覧ください。
⃝�成人の歯科健診の対象者　�本年度30歳、40歳、50歳
　　　　　　　　　　　　　60歳、70歳になる方
⃝�後期高齢者の歯科健診の対象者　本年度76歳になる方
※受診はそれぞれ、令和５年３月までです。

問　町健康福祉課（☎852・5180）

今月のわんパーク（いずれも午前10時開始）

▼11月 8日㈫　工作しましょ②　いろいろドングリをつくろう！
講師：ものかたり　小熊美奈子さん
※大人の方もご参加いただけます。

▼11月14日㈪　親子でキッズ☆ダンス＆誕生会
講師：鐙　志穂さん
※対象年齢１歳以上

▼11月15日㈫　ベビーマッサージ③
講師：いちご美容室　石井智美さん
※�大判のバスタオルとハンドタオルを１枚ず
つご持参ください。

⃝�いずれも、事前予約をお願いします。
⃝�こどもの木は当面、町民限定の利用となっています。ご不便をおけか
しますが、ご理解とご協力をお願いします。
⃝�状況により、行事内容が変更になることがあります。あらかじめご了
承ください。

問　もりやまこども園内
こどもの木（☎852・3805）
 kodomonoki@kids-moriyama.or.jp
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（敬称略）

第38回秋田県少年少女レスリング選手権大会
❖小学校１～２年の部（階級別）　

　 ▼第１位　笹嶋　大聖（五城目小１年）
❖小学校１～２年の部（階級別）　

　 ▼第１位　伊藤　　葵（五城目小１年）
❖小学校１～２年の部（階級別）　

　 ▼第２位　久米　陽翔（五城目小１年）
❖小学校５～６年の部（階級別）　

　 ▼第１位　小林　悠真（五城目小５年）
❖小学校５～６年の部（階級別）　

　 ▼第２位　伊藤　一颯（五城目小６年）
第21回内田清杯東北小学生女子ソフトボール大会

　 ▼第１位　舘岡　萌花（五城目小２年・八郎潟ソフトボールクラブ所属）
　　　　　　中村　陽穂（五城目小２年・八郎潟ソフトボールクラブ所属）
　　　　　　小玉　優心（五城目小２年・八郎潟ソフトボールクラブ所属）
　　　　　　小玉　優笑（五城目小５年・八郎潟ソフトボールクラブ所属）

第20回ＪＡ共済学童野球大会

　 ▼第３位　五城目野球スポーツ少年団
2022年後期全秋田ダンス選手権大会・各級競技会
❖ジュニアラテンアメリカン
❖ジュヴナイルラテンアメリカン
❖ジュヴナイルスタンダード
❖ジュニアスタンダード

　 ▼第２位　松田　　渉・佐々木琉杏（五城目小６年）
❖ジュヴナイルスタンダード
❖ジュヴナイルラテンアメリカン

　 ▼第３位　松田　　渚（五城目小４年）
男鹿潟上南秋中学校秋季大会
❖柔道大会
　男子個人（階級別）　 ▼１位　工藤　快斗（五城目一中１年）
　女子個人（階級別）　 ▼１位　伊藤　潤雅（五城目一中２年）
❖卓球大会
　女子個人　　　　　 ▼１位　武田　咲桜（五城目一中２年）



環境と文化のむら
体験教室のご案内

⃝ミニ門松づくり❶ ❷ ❸
▶日　時　❶12月15日㈭
　　　　　❷12月17日㈯
　　　　　❸12月18日㈰
▶会　場　環境と文化のむら（野鳥の森）
▶時　間　午前10時～正午
▶参加費　500円（小学生未満は無料）
⃝新年もちつき体験
▶開催日　令和５年１月15日㈰
▶会　場　環境と文化のむら（野鳥の森）
▶時　間　午前10時～正午
▶参加費　無料
※�小学生未満のお子様は、保護者と同伴で
お越しください。
※�いずれも、開催日の１か月前から参加申
し込みを受け付けます。　　　
▪申・問 �県環境と文化のむら（☎852・2202）

国民年金の加入手続き・保険料免除申請等の
電子申請を開始します

　国民年金第１号被保険者の資格取得・種
別変更、保険料免除・納付猶予申請、学生
納付特例申請については、マイナポータル
を利用した電子申請ができるようになりま
した。申請には、マイナンバーカードが必
要となりますが、マイナポータルの情報を
活用してスマートフォンやパソコンで申請
書等を作成することができるため、紙の申
請書より簡単に作成することができます。
　また、申請結果もスマートフォン等で確
認することができます。お手続きの際は、
ぜひご利用ください。
　詳しくは、日本年金機構のホームページ
をご覧ください。
問 �町住民生活課（☎852・5112）

消費税のインボイス制度に関する
説明会を開催します

　事業者の方を対象に、令和５年10月か
ら実施される消費税のインボイス制度に関
する説明会を開催します。
▶日　時　11月10日㈭
　　　　　午前10時30分～正午
▶会　場　�八郎潟町えきまえ交流館はちパ

ル　交流ホール
▶対　象　個人、法人の事業者
▶共　催　�八郎潟町、井川町、五城目町、

秋田北税務署
※�来場の際は、マスクの着用と検温の実施
にご協力をお願いします。
問 �町税務課（☎852・5144）

スマートフォン操作体験会の
参加者を募集します

　スマートフォンを使ってみたい、スマー
トフォンをもっと活用したいと考えている
方向けに操作体験会を開催します。
　体験用のスマートフォンはこちらでご用
意しておりますので、スマートフォンをお
持ちでない方も、気軽にご参加ください。
　１日２回開催を予定しており、１回目は
スマートフォンを初めて触るような初心者
の方向けの内容（本体の基本操作、電話の
かけ方等）、２回目は少しレベルアップし
た内容（ＬＩＮＥ、インターネット閲覧等）
を予定しています。
▶開催日程（１日２回開催）
　11月29日㈫
　午前11時～午後０時30分
　午後１時30分～午後３時
▶場　　所　内川地区公民館
▶対　　象　�県内にお住まいの65歳以上

の方
▶定　　員　10人
▶参 加 費　無料
▶主　　催　秋田県
※�参加を希望される方は、下記へ事前に申
し込みをお願いします。
▪申・問 �特定非営利活動法人　あきたパート

ナーシップ（遊学舎）☎829・5801
（受付時間：午前９時30分～午後６時）

募 モルック大会の
参加者を募集します

　モルックは１〜12の数字が書かれた木
の棒（スキットル）を30㌢ほどの丸棒
（モルック）を投げて倒す競技で、３人以
上でチームを作り、設定された合計点に先
に到達したチームが勝利となります。
　上位３チームには表彰と豪華賞品、全員
に参加賞もあります。
　たくさんのご参加をお待ちしています！
▶期　日　11月19日㈯
▶時　間　午前９時受付開始
　　　　　午前９時30分競技開始
▶会　場　雀館運動公園グラウンド　
※雨天時は広域体育館第２体育室
▶内　容　　�予選リーグの上位４チームで

準決勝、決勝を行い、最終順
位を決めます。　

※�申し込み時に３人のチームが作れない場
合は、おひとりでも申し込みができま
す。当日、個人参加した方々でチームを
作ります。
▶参加費　無料
▪申・問 �五城目地区公民館（☎852・4411）

全国一斉「女性の人権ホットライン」
強化週間のご案内

　法務局では、下記のとおり「女性の人権
ホットライン」強化週間を実施し、皆様方
からのご相談をお受けします。相談は無料
で、人権擁護委員および法務局職員が担当
させていただき、相談内容についての秘密
は厳守します。
▶日　　時　11月18日㈮〜11月24日㈭
　　　　　　�⃝平日
　　　　　　　午前８時30分〜午後７時
　　　　　　⃝土曜日、日曜日
　　　　　　　午前10時〜午後５時
▶相談窓口　�女性の人権ホットライン
　　　　　　（ 0570・070・810）

風力発電事業に係る
計画段階環境配慮書を縦覧します

　「（仮称）三種五城目風力発電事業　計画
段階環境配慮書」の縦覧を以下のとおり行
います。
▶縦覧期間　11月10日㈭～12月12日㈪
※意見書受付は12月12日㈪まで
▶縦覧場所　�❶町住民生活課（町役場１階）
　　　　　　❷内川地区公民館
※いずれも開庁・開館時間のみ
※�電子縦覧（インターネットによる公表）
も、以下のURLで行います。
　➡ https://www.jre.co.jp/news/
⃝住民説明会を開催します
▶日　時　�11月27日㈰
　　　　　午前10時〜正午
▶場　所　内川地区公民館　３階
問 �ジャパン・リニューアブル・エナジー株式
会社　担当　神

かみやま

山・關
せきね

根・安
あんどう

東
（☎03・6455・4900）

犯罪被害者週間「県民のつどい」を
開催します

　誰もが、ある日突然、犯罪に巻き込まれ
被害者、その家族・遺族になる可能性があ
ります。この機会に、犯罪被害者等の「思
い」に触れてみませんか。
▶日　時　11月26日㈯
　　　　　午後１時30分～午後４時
▶場　所　秋田拠点センターアルヴェ

多目的ホールほか
▶定　員　180人
問 �県生活環境部県民生活課
（☎860・1522）
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評�

　
こ
の
一
連
に
は
自
然
詠
の
持
つ
奥
深
い
叙
情
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。
「
無
傷
の（
水
）玉
」、
「
は
り
つ

く
若
葉
」、
「
今
、
沈
ま
ん
と
」
朽
ち
る
花
托
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多

少
の
整
理
は
在
っ
て
も
、
見
る
目
が
澄
ん
で
い
る
。

評�

　
日
ご
ろ
の
生
活
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直
に
出
て
い
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な
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つ
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が
む
し
ゃ
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て
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踊
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。
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。
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。
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。
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友
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わーくるイベント情報
親子で楽しめる紙芝居

　町出身のマジシャン・ミスター北さんに
よる紙芝居「ワカ子物語」と、武塙幸子さ
んによる子ども向け紙芝居を、地域図書室
「わーくる」で行います。
▶日　時　11月５日㈯　午後１時30分～
▶場　所　地域図書室「わーくる」
▶定　員　20人（大人、子ども合わせて）
▶内　容　�ミスター北さんによる「ワカ子

物語」１・２話を行ったあと、
武塙幸子さんによる子ども向け
紙芝居を行い、再度ミスター北
さんによる「ワカ子物語」３・
４話を行います。

▶参加費　無料
問 �町教育委員会生涯学習課
（☎852・4411）

わーくるイベント情報
くりっこ劇団の人形劇

　くりっこ劇団の皆さんによる人形劇をご
覧になってみませんか。
▶日　時　11月５日㈯
　　　　　午前10時30分～午前11時
▶場　所　地域図書室「わーくる」
▶内　容　「ももたろう」（予定）
▶定　員　15人
▪申・問 �地域図書室「わーくる」

（☎838・1162）

減塩の出前講座を
開催します

　町食生活改善推進員と管理栄養士が「健
康寿命日本一」を目指す取り組みとして、減
塩の食生活に関する出前講座を行います。
▶日　時　11月15日㈫
　　　　　午前10時～午後１時ころ
▶場　所　ケアセンター五城目　２階
▶内　容　�減塩料理の調理実習、ミニ講

話、みそ汁の塩分濃度測定等
▶献　立　�ご飯、タルタル甘酢チキン、に

んじんドレッシングのサラダ、
みそ汁

▶持ち物　�エプロン、三角巾、箸、ご家庭
のみそ汁（少量）

▪申・問 �町健康福祉課（☎852・5180）

各種水泳教室に
参加してみませんか

　屋内温水プールでの水泳教室を通じ、健
康づくり等に役立ててみませんか。また、
保育園や幼稚園のお子さんを対象とした入
門コースの受講者も募集しています。
　それぞれの開催日時は以下のとおりです。
⃝おとなの水泳教室
・火曜日　午後７時～午後８時
・水曜日　午後２時～午後３時
⃝水慣れコース
・金曜日　午前10時30分～午前11時30分
⃝クロール・背泳ぎ
・金曜日　午後１時30分～午後２時30分
⃝平泳ぎ・バタフライ
・金曜日　午後２時30分～午後３時30分
⃝水中運動教室
・火曜日、木曜日
　　　　　午前10時30分～午前11時30分
⃝アクアウオーキング
・水曜日　午後７時～午後８時
⃝子ども水泳教室
◎入門コース
・火曜日　午後４時～午後５時
◎年中・年長コース　
・木曜日　午後３時～午後４時
▪申・問 �町屋内温水プール（☎852・4416）

健康長寿ビクスを
開催します

　運動をとおして体力や認知機能の低下を
予防しましょう。
▶対 象 者　運動に支障のない高齢者
▶日　　程　�❶11月14日㈪
　　　　　　❷11月28日㈪
▶時　　間　午前10時30分〜

午前11時30分
▶会　　場　五城館　１階多目的ホール

▶講　　師　健康運動実践指導者
白沢尚大さん

▶内　　容　�ストレッチ、筋力トレーニン
グ等

▶持 ち 物　�飲み物、タオル、運動しやす
い靴、介護予防手帳（65歳
以上でお持ちでない方へ交付
します）

▶申し込み　�❶11月11日㈮まで
　　　　　　❷11月25日㈮まで
※�マスクを着用し、運動しやすい服装でお
越しください。

※�五城目町はつらつポイント事業の対象です。
▪申・問 �町地域包括支援センター

（☎855・1070）

やさしい健康運動教室を
開催します

　椅子上で行うことができる軽い運動を中
心にした教室です。
▶対 象 者　高齢者
▶日　　時　11月18日㈮
　　　　　　午後1時30分〜午後2時30分
▶場　　所　富津内地区公民館
▶講　　師　健康運動指導士

星　良子さん
▶内　　容　�椅子、畳上で行うストレッチ、

軽度の筋力トレーニング等
▶持 ち 物　�飲み物、タオル、運動しやす

い内靴、介護予防手帳（65
歳以上でお持ちでない方へ交
付します）

▶申し込み　11月17日㈭まで
※�マスクを着用し、運動しやすい服装でお
越しください。

※�五城目町はつらつポイント事業の対象です。
▪申・問 �町地域包括支援センター

（☎855・1070）

からだづくりフィットネスを
開催します

　ストレッチや体操で今の体力の維持・向
上を目指しましょう。
▶対 象 者　運動に支障のない高齢者
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▶日　　程　11月30日㈬
▶時　　間　午前10時30分〜

午前11時30分
▶場　　所　五城館　１階多目的ホール
▶講　　師　�健康運動実践指導者

齊藤明裕さん
▶内　　容　ストレッチ、有酸素運動等
▶持 ち 物　�飲み物、タオル、運動しやす

い靴、介護予防手帳（65歳
以上でお持ちでない方へ交付
します）

▶申し込み　11月29日㈫まで
※�マスクを着用し、運動しやすい服装でお
越しください。

※�五城目町はつらつポイント事業の対象です。
▪申・問 �町地域包括支援センター

（☎855・1070）

男性のための健康運動教室を
開催します

　男性を対象とした運動教室です。体力の
維持・向上を目指しましょう。
▶対 象 者　高齢者（男性）
▶日　　程　❶11月24日㈭
　　　　　　❷12月 8日㈭
▶時　　間　午前10時30分〜

午前11時30分
▶場　　所　五城館　１階多目的ホール
▶講　　師　�日本スポーツ協会認定
　　　　　　�スポーツリーダー・介護予防

健康アドバイザー
小山田聖子さん

▶内　　容　�ストレッチ、筋力トレーニン
グ、有酸素運動等

▶持 ち 物　�飲み物、タオル、運動しやす
い内靴、介護予防手帳（65
歳以上でお持ちでない方へ交
付します）

▶申し込み　�❶は11月22日㈫、❷は12
月７日㈬まで

※�マスクを着用し、運動しやすい服装でお
越しください。

※�五城目町はつらつポイント事業の対象です。
▪申・問 �町地域包括支援センター

（☎855・1070）

地域と共にあなたのそばに

JAあきた湖東
〒018－1721　南秋田郡五城目町字七倉123－2
TEL：018－855－1510　FAX：018－855－1501

枝豆　あきた香り五葉使用

「枝豆アイス」
絶賛発売中！

直売所で販売してます！
枝豆ソフトもよろしくね。

お問い合わせは農産物直売所（湖東のやさい畑） TEL.０１８-８９３-６２３０

１
色
20
枚1,950円から

特急翌日仕上げ

オール五城目生活応援
商品券加盟店
☎018（852）2430

ハガキ代別

年賀状・喪中ハガキ
印刷承ります！

（税別）
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年
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年
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す
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司法書士 行政書士

・相続の手続き、遺言書 ・成年後見申立書作成
・抵当権の設定、抹消 　・不動産の売買、贈与
・会社設立、役員変更、解散、清算

三種町鹿渡字東二本柳31番地（JR鹿渡駅前）
　　 0185-87-4343 　　 0185-88-8838

　　 https://shihoukunitsuka.com

國柄進一事務所

ご自宅までお伺いします。お気軽にご相談ください。

電話
URL

FAX

広報「ごじょうめ」広告掲載募集中！

▼ �サイズと料金
たて4.5㎝×よこ18.0㎝････12,000円
たて4.5㎝×よこ 9.0㎝･････ 6,000円
たて4.5㎝×よこ 6.0㎝･････ 3,600円

▼ �締 め 切 り　発行日の1か月前
※お申し込み・お問い合わせは
　町まちづくり課（☎852・5342）

夕暮れが早くなっています。ド
ライバーの皆さんは、午後４時を
目安に早めのライト点灯を心がけ
ましょう。歩行者や自転車利用者
の皆さんは、反射材等や明るい服
装の着用をお願いします。

令和４年飲酒運転等追放競争結果　９位（全県25市町村） 令和４年9月末現在

町交通安全協会、交通指導隊合同で、4時
からライトの促進運動を行っています。

11月は「４時からライト＆11月は「４時からライト＆
ピカッと反射材運動」をピカッと反射材運動」を
実施します実施します

12月２日㈮～６日㈫に
特設人権相談所を開設します
秋田人権擁護委員協議会と秋田地方法務局では、下記の日程で特設人
権相談所を開設します。
「子どもや高齢者への虐待」、「いじめや体罰」、「近隣との争いごと」、「新
型コロナウイルス感染症による誹謗中傷」など、人権に関するお悩みや
困りごとはありませんか？ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください。

▼特設人権相談所の開催日・会場
開催日 会　　場 開催日 会　　場
12月2日㈮ 西部市民サービスセンター（秋田市） 12月5日㈪ 市民センター飯田川館（潟上市）
12月2日㈮ 井川町農村環境改善センター（井川町） 12月5日㈪ 市民センター昭和館（潟上市）
12月3日㈯ 五城館（五城目町） 12月5日㈪ 市民センター天王館 （潟上市）
12月3日㈯ 大潟村公民館（大潟村） 12月6日㈫ 船越公民館（男鹿市）
12月5日㈪ にぎわい交流館AU 4階研修室６（秋田市） 12月6日㈫ 若美コミュニティセンター（男鹿市）
12月5日㈪ 八郎潟町青年婦人会館「ロマンの里」（八郎潟町）

▼開設時間　午前10時～午後３時
※予約により受け付けを行います。下記へご連絡ください。
※�新型コロナ感染症関連で、中止となる場合があります。
※�法務局では、平日（午前８時30分～午後５時15分）も人権相談所を開
設しています。

問　秋田地方法務局人権擁護課（☎862・1443）



地域図書室 みんなあつまれ！

わーくる だより
新着図書や蔵書は「蔵書検索シ

ステム」からどうぞ。QRコードか
らのアクセスはこちらから➡

「だまこマンをさがせ！」の答え
・26㌻　「地域図書室　わーくるだより」

⃞⃞　⃞⃞さん	 87歳	９月 4日	 東磯ノ目
⃞⃞　⃞⃞さん	 98歳	９月 6日	 今　　町
⃞⃞　⃞⃞さん	 93歳	９月 9日	 大　　川
⃞⃞　⃞⃞さん	 81歳	９月15日	 舘　　町
⃞⃞　⃞⃞さん	 87歳	９月23日	 畑　　町
⃞⃞　⃞⃞さん	 79歳	９月23日	 浅見内５区
⃞⃞　⃞⃞さん	 67歳	９月28日	 田　　町
⃞⃞　⃞⃞さん	100歳	９月29日	 帝　釈　寺

今月中旬に秋田市で行われる「伝統的工芸
品月間国民会議全国大会」。日本各地から伝
統的工芸品が集まる中で、本町からは９つの
事業所などが出展します。14～15㌻では、「秋
田の郷土工芸品展」へ出展する方 を々紹介。
今月号をパンフレット代わりに、会場へ足を運
んでみてはいかがでしょうか。（藤田倫治）
佐
藤秋の朝市「きのこまつり」が開催された10月
22日は、10月の１時間降水量が観測史上最
大を記録する大雨となりましたが、種類豊富な
きのこ、なめこ汁やだまこ鍋などの秋の味覚を
楽しみに、多くの方が来場くださいました。その
模様は来月号で紹介します。（佐藤陽子）
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だまこマンをさがせ！だまこマンをさがせ！
町の美味しいヒーロー・だまこマンが

今月号のどこかに登場しています。
皆さんは見つけられましたか？

※答えはこのページの右下を参照
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収　　集　　町　　内
新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・米沢町・築地町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区・大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・矢場崎・東磯ノ目・西磯ノ目
馬川地区全町内・森山地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

2022年 12月ごみ収集日程

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ケ野・希望ケ丘・馬川地区（樋口・岩城町を除く）
森山地区・下樋口・石崎・西野・谷地中・曙町
今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１組〜７組）
築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目�
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）
田町・上田町・新町・一番町・古川町�
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

ガラス類他
空きビン類

金属類他
空きカン類

不

燃

ご

み

五城目地区・馬川地区
馬場目地区・富津内地区・内川地区・大川地区・森山地区

資

源

ご

み

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ご
み

月
・
木

火
・
金

水
・
土

7日・21日（水）　（全町）

1日・ 5日・ 8日
12日・15日・19日
22日・26日・29日
2日・ 6日・ 9日
13日・16日・20日
23日・27日・30日
3日・ 7日・10日
14日・17日・21日
24日・28日・31日

10日（土）
 24日（土）

12日（月）

13日（火）

14日（水）

8日（木）

9日（金）

26日（月）

27日（火）

28日（水）

22日（木）

23日（金）
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おくやみ申し上げます

町の人口と世帯

11月行事予定

この本は、一人の男の子が自宅の冷蔵庫を開
けるところから始まります。のどがカラカラで
一刻も早くなにか飲みたい男の子。目の前には
美味しそうなルビー色の液体。一気に飲みほし
幸せいっぱい、からの絶望。この後男の子は旅
に出るのですが、その旅でもトラブルの連続。
著者は子どもたちに人気の「ふしぎ駄菓子屋
銭天堂」を書かれている廣嶋玲子さんです。児
童書なので、すいすい読み進めることができます。
行楽の秋に最高のトラブルトラベルを、子ど
もさんはもちろん、いつもと違う旅行をしたい
大人のみなさんにもおすすめの一冊です。

齋藤　美樹さん
（五城目町図書支援員）

「トラブル旅行社〜砂漠のフルーツ狩りツアー〜」
廣嶋　玲子／金の星社

◆地域図書室「わーくる」の図書を
　各地区公民館に返却できます

▼返却場所　各地区公民館

▼返却時間　午前９時～午後５時

▼休 館 日　月曜日
※�「わーくる」から借りた本であることをお
伝えください。
問 町教育委員会生涯学習課（☎852・4411）

新
着
図
書
の
紹
介 「いつもの木曜日」

青山美智子／宝島社
「新幹線しゅっぱつ!」
鎌田　歩／福音館書店

おすすめの１冊!
❺

町 長 交 際 費（９月）

令和４年９月末現在
前月比 昨年比

人　口 8,443人 （ － 17 ）（ － 210 ）
（男） 3,952人 （ － 3 ）（ － 90 ）
（女） 4,491人 （ － 14 ）（ － 120 ）
世　帯 3,896世帯 （ ＋ 3 ）（ － 37 ）

９月中の転入者数　12人、転出者数　17人

⃝接　遇	 １件	 5,121円	 来客時お土産
合計　１件　5,121円　／　令和４年４月〜９月の合計　66,311円

町長の主な予定（11月）

※粗大ごみの収集日は22㌻に掲載。

2／五城目町功労者表彰式（町役場）
7／町村会正副会長会議（秋田市）
9／�秋田県市町村総合事務組合令和４年度組合議会議員等視察調査（長野県・11日まで）
15／全国過疎地域連盟総会（東京都）
16／�県関係国会議員と町村長との意見交換会（東京都）、北東北三県町村長中央研修会（東京都）
17／全国町村長大会（東京都）
18／全国山村振興連盟通常総会（東京都）、国保制度改善強化全国大会（東京都）
22／�町村会理事会（秋田市）、県・市町村協働政策会議（秋田市）、県知事・市町村長行政懇談会（秋田市）
24／秋田県市町村職員共済組合業務監査（秋田市）

11／2 ㈬ 町功労者表彰式　11：00～ 町役場 

4 ㈮ ４歳児にこにこ親子相談会　13：00～ 町役場 

5 ㈯ わらしべ塾子どもクッキング教室　10：00～ 馬川地区公民館 

6 ㈰
わらしべ塾子どもクッキング教室　10：00～ 馬川地区公民館 
おはなし会　11：00～ 地域図書室わーくる 

12 ㈯ わらしべ塾将棋・オセロ・ゲーム教室　10：00～ すずむしクラブ 

17 ㈭ 高齢者体力づくり教室　9：30～ 広域五城目体育館 

19 ㈯
わらしべ塾サッカー教室　10：00～ 馬川地区公民館 
わらしべ塾水泳教室　10：30～ 屋内温水プール 
わらしべ塾ミニテニス教室　18：00～ 広域五城目体育館 

20 ㈰ 朝市臨時出店　9：00～ 朝市通り 

25 ㈮
朝市健康相談　10：00～ 朝市ふれあい館 
英会話教室　18：30～ 広域五城目体育館 

26 ㈯
わらしべ塾茶道教室　10：00～ 馬川地区公民館 
わらしべ塾タブレット教室　10：00～ 五城目小学校
わらしべ塾水泳教室　10：30～ 屋内温水プール 

27 ㈰ 朝市臨時出店　9：00～ 朝市通り 

29 ㈫ ４歳児にこにこ親子相談会　13：00～ 町役場 

「第４回伝統料理講習会」の参加者を募集！
▶日　　時　12月７日㈬　午前９時30分〜
▶場　　所　朝市ふれあい館
▶内　　容　�おやき作り
▶講　　師　�町農村生活研究グループ連絡会
▶定　　員　先着10人
▶募集締切　11月15日㈫　※�定員になり次第締め切ります。
▶材 料 費　500円
▶持 ち 物　エプロン、三角巾
※�当日は、マスクの着用をお願いします。

▪申・問 町農林振興課（☎852・5215）
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#あっと五城目
皆さんから寄せられた投稿をご紹介します。
町の風景やグルメ、おすすめスポットなど、町の魅力を

「#あっと五城目」を付けて発信してみませんか？

投稿者 : sakurasayuki2022 さん

投稿方法　 ＜ 公式Instagram　 ＜ 公式Facebook　 ＜

印刷には環境にやさしい植物油インキを使用しています

『おとぎ話のような風景』
五城目城から見下ろすと、おとぎ話の物語の世

界に入ったような景色がありました。魅力ある景
色が変わらないでいてほしいと願い、撮りました。

『わらしだ』とは五城目弁で『子どもたち』の意味

作：大石清美

2022 . 11

こんにちは　あかちゃん

生まれてきてくれてありがとう!
元気にすくすく育ってね♥

パパ・ママから

□　　　□ □くん
９月１日　□□・□□　紀久栄町

すくすくと健康に育ってね♥
パパ・ママから

□　□　　　□くん
９月27日　□□・□□□　樋　口


